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New 　Campus （3）

名古屋大学理学部地球惑星科学科

加藤 学
1

　名古屋大学理学部地球惑星科学科 は，昭和 24年

（1949年） 4 月 ， 新制名古屋大学 が 発足す る 2 ケ

月前 に，全 国で 始 め て 地球科学科 として 創設され，

平成 4 年拡充改組 し，名称 を変史 した，拡充改組

と い ワ て も 1講座 の み の 拡 充で あ り， 建物 も従来

の ま ま （写真）で 増築の 計画 は今の と こ ろ ない ．

講座名を変更 し た従来か ら の 6講座 （惑星地質学 ，

惑星 岩石 学，生物 圏 進化学，地 球惑星化学，惑星

内部物 理 学，地 震学）に，研 究の 中核的な役割を

期待 して地球惑星進化学講座を新た に 加 え た．ま

た こ の 教室 は，平成兀年改組拡 充 した 地震 火山観

測 地 域 セ ン ター
， 平成 2年新設 の 年代測定資料研

究 セ ン タ
ー

と も緊密 な 関係 をも っ て 教育
・
研究 を

年代測定資料研究セ ン ター

図 1　 名古 屋 大 学理 学部 地 球 惑 星 科 学 科 の 構 成．

共同 で 行 っ て い る．

以 下 で は，こ の 10月 改訂 さ れ た ば か りの 学科 案 内

を使 っ て各講座 を紹介する。

1． 惑星 地質学

　地 殻表層部 に 存 在 す る物 質 や 天 然 の 現 象 の 中か

ら直接，何 を読み とり抽出する か，ひ と つ ひ とつ

の 事実 の 相互関係 を検討 して，い か な る一般的な

法則性 を見 い 出 して い くか．こ の 研究室で は まず

自然の あ り の ままの 姿を知 るこ とか ら始 まる．そ

して，それ を知る方法 と して の 地質調査 が 研 究 の

基礎 をなす．身近 な 野 山 か ら，さ ら に は 山 岳 地 域

や 渓流地 帯に い た る場所で の 踏査 を各地 で 続け て

お り，必要 を感 じれ ば その場所は 目本列島に 限 ら

れ る こ とは な い ．野外 で 集め られ た 試料や データ

は，可能 な限 りあ らゆ る 方法 を使 っ て 研 究 搴 で 解

析 さ れ る．X 線 回 折，電 子 顕微鏡， コ ン ピ ュ
ータ

ーな ど は 必須 の 基礎技術 で あ り，日常広 く利用 さ

れ て い る．種 々 の 手段 に よる解析 を経 て，数 多く

の 事実 が や が て 総合さ れ て 行 く．地殻表層部 の
“
も

の
”

と
“

パ タ
ーン

”
と

“
プ V セ ス

”
を研 究対象と

して ，
い か な る結論 が 最後 に 総合 さ れ るか ，そ し

て ， そ の 結果 が 今，人類 の 直面 して い る エ ネル ギ

ーや 環 境 の 問題 に ど の ように 貢献 して い るか ，期

待される重要な課題 も多い ．

2．　 惑星 岩石 学

　太陽系内固体物質 の うち，我々 人類に 入 手可 能

なもの の 多くは，隕石 も含 め，岩石 で あ る．惑星

地球 の 最外殻 で あ る地殻，よ D 深部 の マ ン トル な
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ど も例外で は な い ．岩石 は
一

般 に鉱物の 集合体で

あ る．岩 石 を構成する 鉱物は，そ の 形成の 条件や

環境の 履歴 を敏感に 反 映 し， 相転移や 化学反 応 を

繰 り返 して 多様な組合せ に な っ て い る．こ の 岩石

に 記録 さ れ た 情報 を取 り 出す た め に は ， 地 質調

査 ・岩石 薄片 の 偏光顕微鏡観察 ・湿式化学分析 ・

蛍光 X 線分析 ・X 線回折 ・X 線マ イ ク ロ プ ロ ーブ

分析な ど あちゆ る手段 を駆 使 して ， 対象 と な る岩

石 や そ れ を構 成 す る鉱 物 の あ る が ま ま を知 る 必 要

が あ る．こ の 上 に た ち，合成実験や数理 解析 を加

えて，岩石 の 形成さ れ た条件，お よび今 日 ま で に

経 た 環境 の 変遷 を解析する．研 究の 対象は 火 成

岩 ・変成岩 ・隕石 ・宇宙塵 ・堆 積岩 と多彩 である．

最近 ， 本研 究室 は独 自の Th −U 一
全鉛 年代測定法を

開発 し，岩石 中の 1粒 の 鉱物 の 各部 に 記録 さ れ た

変遷 に年代 目盛 りを刻む研究 も進め て い る．

3．　 生物圏進化学

　地球 は 太陽系 の 中で 生命 を宿 す唯
一

の 惑星 で あ

り，長 い 地質時代を通 じて 生命活動が 地 球表層部

に与えた影響は計 り知 れ な い ほ ど大きい ．こ の 研

究室の テーマ は，地質時代 に お け る 環境
・地 理 ・

生 物 の 生 態 な ど を，過 去 の 生 物 で あ る化 石 あ る い

は それ を含む 地層を手が か りに復元して い くこ と

に あ る．近年 で は 古地 理 復 元 の た め に，古 地 磁 気

測定などの 物理学的な手法 も取 り入れ て い る．そ

し て 更 に は
， 復 元 さ れ た 古地 理 ・古環境 の 中で

，

生物 が ど の 様に 進化
・
発展 して きた か を，プ ロ セ

ス の み ならずメ カ ； ズ ム まで さか の ぼ っ て解明 し

て い く こ と で あ る．こ の テーマ に お い て は ， 化 石

種お よび そ の 子孫である現生生物の 形態ならび に

遺伝 子 情報 を統合 し，生物 の 進化 史 を解 明 し よ う

として い る．

4．　 地球惑星 化学

　元素が 存在す る 限 り， 化学反応 は 宇宙 の 至 る所

で 起 こ っ て い る．巨大 な地球上 に も．さまざまな

化学反応が い ろい ろな条件下 で 進行 して い る．地

日本 惑 星科 学会 誌 Vol．1　 No3 ，1992

球惑星化学 とは，地球や惑星が
“
進化

”

して 行 く

過 程 で 生ずる，過去 に お い て 生 じた，ある い は生

ずる で あろ う現象 を
“
化学 の 目

”
で 見 る学問 で あ

り， その 意味 で は い わ ゆ る天然 で 自発的 に 起 きる

現象か ら，人 間 が 引 き起 こ す社 会的 な 現象 （環境

汚染な ど）まで広 く研 究対象とな り うる．

　 こ の 研究室で は，こ れ まで 天然 の 同位体や特別

な 元 素種組合せ の 僅か な変動 に 着 目し，火成作

用 ・
堆積作 用 ・

環境問題 な どへ の ア プ ロ
ーチ を試

み て きた．具体的に は 海洋底堆積物の 化学的特徴，

古気候 の 変遷，それ に 対す る人間活動 の 影響，化

学的手法に よ る地 震予知 な どが 最近 の 研究 の テ
ー

マ に な っ て い る．また，実際の 分析
・
観測 に お い

て 天 然 そ の ま ま の 試料 を分析ル
ー

チ ン に乗せ るの

は容易 で は な く，分析可能な シ ス テ ム お よ び デー

タ処理 技術の 開発 も重要なテ
ー

マ の ひ とつ である，

5．　 惑星内部物理学 ， 地震学

　 「地 球 科 学科」か ら 「地 球惑星 科学科 」 へ の 改

組 に伴 い ，地球物理学系 2 講座は効率的な研究室

運営に よっ て従来の 地 球 物理 学か ら地球惑星物理

学へ の 拡張
・
発展 を図る た め，共 同 で研 究を進め

て い る．こ の 研 究室 で は 以 下 の 研 究 を柱 と して ，

地球惑星内部の プ ロ セ ス を解明 して い く．

（1） 地球 惑星内部 ダ イ ナ ミ クス

　地球 ・月 ・惑星 の 内部構造 とこ れ ら天体 内部 の

現在 と過去 の ダ イナ ミ クス を， 主 と して 地震学的

ア プ ロ
ー

チ と 高温 高圧 実験的ア ブ V 一
チ に より解

明す る．（a ）グ ロ
ーバ ル 地震学的な観測

・
解析

・
理

論 に よ り，地 球 の 内部構造 と地 震 の 発生 過程 を明

らか にする．（b＞独 自の 極超高圧 力高温発生装置を

用 い
， 惑星極深部物質の 性 質を 明 らか に し，惑 星

の 層構造形成 の 基礎過程 を解明す る．（cに の 研究

室 は 宇宙科学研究所 と緊密な協力関係 に あ り， 共

同 で 月
・
惑星内部探査手段 の 開発 を行 っ て い る ．

また 地球惑星内部 の 過去 の グ ロ ーバ ル 変動を，地

球惑星表面 に 残 され た 痕跡か ら読 み 取 る研究手段

を開発 して い く．
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（2） 惑星形成過程

　微惑星の 形成過程 お よび 微惑星 の 衝 突
・集積 に

よる太陽系内天体の 形成過程 を， 主 として 実験的

ア プ ロ
ー

チ に より解明 する．（a ）鉱物の 凝縮 ・集合

過程 に 関す る 実験 を行 い ，分 子 ク ラ ス タ
ー

の 生成

か ら微惑星 の 形成 まで の 過程 を明 らか に す る．（b）

岩石 ・金属 ・氷 などの 衝 突
・破壊

・集積過程 に関

す る実験 を行 い ，微惑星 の 成長過程 を解明 する．

〔3＞ 地球惑 星熱過程

　微惑星 の 集積 ，マ グマ オーシ ャ ン の 出現 そ の

後の マ グマ 活動 の 推移，現在 の 火 山活動に関す る

系統的研 究 を行 う．（a ）マ グマ の 生成 ・移動
・
噴 出

過程 に 関する 地 震学的研 究に よ りそ の 実体 を明 ら

か にする と ともに ， 高温高圧実験に よりその 基礎

過程 を解明する．（b）マ ン トル 対流
・コ ア対流 な ど

惑星 内部 の 大規模 な物質
・
熱輸送過 程 の 基本的性

質を理 論的 ・実験的 に 明らか に す る．

　当研 究室は ， 火 山部門を加え改組拡充を果た し

た セ ン ターと教育 ・研究両 面で 緊密 な 協力体 制 を

組 ん で い る．特 に （3）に 関 して ，セ ン タ
ーと重 な る

部 分 が 多い ．ま た 自然現象
一

般 に 対 して カ オ ス ，

フ ラクタル などの新 しい 視点が提示され つ つ ある

現在，地震現象 ・地震予知 に 対 して も新 しい 見方

が 必要 とな りつ つ あ る．こ うした 観 点 か ら地 震学

の 分 野 で もセ ン ターと共 同 研 究 を行 っ て い る．

6 ． 地球惑星進化学

　太陽系や 地球は ど の ように して生 まれ，進化 し

て きた の だ ろ うか ．今と な っ て は再現は不可能で

あ る．しか し，星 間 物質や 隕 石 に 残 さ A た 元素や

同位体 の 特徴は，それ らの 生成と進化 の ドラ マ を

目前 に 見 せ て くれ る．隕 石 中の 同 位体 異 常 は 元素
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の 作られ た 星 の 環境 を示 し， 元素 の 放射壊変 を用

い れば数十億年 の 時を± 1％の 誤差 で計る こ と が

で きる．進化は無機物質に とどまらない ．有機物

を中心 とす る
“
化学進化

”
は 生 物 の 発 生 以 前か ら

そ の 誕 生 をは ぐくん で きた ．今，有機物は さ まざ

ま な 天 然条件下 で 合成 され る可能性 が 生 じて い る．

生命 に 縁 もな い 灼熱 の マ ン トル に 生命 の 源 を探 る

の もこ の 分 野 で あ る，過 去 の 進化 は 未来へ もつ な

が る．核廃棄物 中で 予 想 さ れ る元素 の 挙動 や 二 酸

化炭素 の 固定は 過 去 の 地球が 自己の 元素サ イ ク ル

の なかで 自然 に 行 っ て きた こ と の 1 つ で あ る．そ

の 自然 と と もに 進化す る ソ フ トな化学 をみ い だす

の も地球 惑星進化学 の 目標 の 1つ で ある．

　以上 の ように，こ の 教室は ， 惑星 と して の 地球

と い う視 点 に 立 っ て 将来計画を見直 し， 新 しい 学

問，研 究 を創 り出 そ う と して い る．また こ の 教室

は一
昨年 か ら始 ま っ た教授 の 退官 ラ ッ シ ュ が 今後

も続 き， 5 年後まで に 7名以上 の 教授 が 入れ替わ

る こ と に な る．従 っ て新設 の 学 科 で は な い が ，そ

れ と同等 の 状態 に あ り，将来の 教室 の 方向を考 え

る 絶好 の 機会 が 到来 して い る．

写 真 1　 名 占屋大学理 学部 地 球 惑 星科 学科 の あ る 建 物．
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